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毎
年
１
月
１
日
に
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
る
ロ
ー
ズ
パ
レ
ー
ド
に

今
年
は
京
都
橘
高
校
吹
奏
楽
部
が
出
場
し
た
。
こ
れ
は
、
世
界
中

か
ら
選
ば
れ
た
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
パ
サ
デ
ィ
ナ
の
沿
道
約
８

㎞
を
パ
レ
ー
ド
す
る
も
の
で
、
今
回
の
出
場
で
橘
高
校
は
、
日
本

か
ら
の
団
体
と
し
て
は
初
と
な
る
３
回
目
の
出
演
と
な
っ
た
。

　

日
本
で
は
あ
ま
り
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
バ
ン
ド
は
昨
年

と
一
昨
年
に
台
湾
に
招
待
さ
れ
、
日
台
友
好
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
二
回
目

の
ロ
ー
ズ
パ
レ
ー
ド
出
場
の
時
か
ら
動
画
を
注
目
し
て
観
て
い
る
が
、「
元
気

い
っ
ぱ
い
・
笑
顔
い
っ
ぱ
い
・
夢
い
っ
ぱ
い
」
を
チ
ー
ム
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
て
、
音
楽
の
楽
し
さ
・
素
晴
ら
し
さ
・
情
熱
を
世
界
と
分
か
ち
合
う
と
い

う
ブ
レ
な
い
気
持
ち
が
、
我
々
の
心
を
引
き
付
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
こ
茅
野
市
で
も
、毎
年
秋
に
行
わ
れ
る
市
民
音
楽
祭
で
、東
海
大
諏
訪
高

校
吹
奏
楽
部
が
毎
回
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
登
場
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
て
い
る
。
一
フ
ァ
ン
と
し
て
感
謝
し
た
い
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
昨
年
か
ら
小
さ
な
友
達
が
で
き
た
。
以
前
か
ら
そ
の
姉
妹

（
小
学
校
高
学
年
と
低
学
年
か
？
）
が
朝
、
会
社
の
前
を
通
学
し
て
い
る
の
は

知
っ
て
い
た
。
あ
る
時
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
偶
然
目
が
合
っ
た
瞬
間
、「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気
な
声
で
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
、
こ
ち
ら
も
思
わ
ず

「
お
は
よ
う
」
と
返
事
を
し
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
。
妹
の
方
は
、
最
初
は
小

さ
な
声
で
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て
く
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
元
気
な
声
で
あ
い

さ
つ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
心
の
中
で
、「
が
ん
ば
れ
、
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に

オ
ジ
サ
ン
が
駆
け
つ
け
る
か
ら
」
と
、
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
る
小
さ
な
友
人
で
あ
る
。
こ
の
子
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
今
よ
り
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？　

今
の
大
人
た
ち
に
は
責
任
が

あ
る
。「
時
代
が
違
う
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
責
任
を
回
避
し
て
は
い
け
な
い
。

　

こ
の
ま
ち
の
将
来
に
つ
い
て
も
っ
と
話
し
合
お
う
。
そ
れ
に
は
、
断
片
的

な
情
報
や
一
方
的
な
意
見
で
は
な
く
、
向
き
合
う
相
手
の
話
に
関
心
を
持
ち
、

話
を
「
聞
く
」
こ
と
が
第
一
歩
だ
と
思
う
。
他
人
の
話
を
聞
け
な
い
人
が
終

わ
り
の
な
い
分
断
や
応
酬
を
生
む
。

　

子
ど
も
は
国
の
宝
、親
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
で
育
て
よ
う
と
す
る
文
化
が

あ
る
か
ら
、子
ど
も
た
ち
だ
け
で
通
学
し
て
い
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
と
思
う
。

　

真
ん
中
に
【
愛
】
の
あ
る
ま
ち
【
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
】、
こ
の
言
葉
を
ブ
レ
ず
に

持
ち
続
け
て
い
れ
ば
、
き
っ
と
い
い
未
来
が
待
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
。

�

（
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泉　

進
）
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令和 7年度　茅野市高齢者大学 学生募集
募集定員 100 名程度
募集期間 学生及び研究生　令和 7年 3月 21日（金）～4月 4日（金）

中央公民館または各地区コミュニティセンターで配布する要項を確認のうえ、入学願書を提出してく
ださい。　※各地区コミュニティセンターの受付は 3月 31日（月）まで
聴講生　令和 7年 4月 7日（月）～4月 18日（金）
　※�聴講生については学生・研究生を募集後、定員の範囲内で募集します。受付は中央公民館のみで行
います。

出願手続 募集要項を確認のうえ、募集期間中に茅野市中央公民館か各地区コミュニティセンターまで入学願書を
提出してください。受講料・運営費 3,000 円は入学式当日に集金します。

入学資格 茅野市内在住の概ね 60歳以上で、主体的に学ぶ意欲を持ち、すべての講座を受講できる方。
学習内容 （１）　教養講座・運動講座〔全員受講〕　日帰り研修〔希望参加〕

（２）　技能講座〔選択受講〕（学生及び研究生は 8講座の内 1科目を選択して受講してください）

①書道　②水墨画　③フラワーアレンジメント　④籐手芸　⑤リメイク　⑥俚謡・文芸　⑦絵手紙　⑧水彩画

※各講座の内容、持ち物等は募集要項をご確認ください。
開講期間 5 月 15 日（木）～10月 16日（木）〔全 18回と日帰り研修〕

■入 学 式　5月 15日（木）　午前 9時 45分～
■教養講座　各回　午前 9時 30分～11時 30分
　　　　　　① 5 月 20 日（火）　　② 5 月 30 日（金）　　③ 6 月 12 日（木）　　④ 6 月 25 日（水）
　　　　　　⑤ 7 月   4 日（金）　　⑥ 8 月 28 日（木）　　⑦ 9 月 12 日（金）
　日帰り研修　10月 10 日（金）
■運動講座　各回　午前 9時 30分～11時　　① 6 月 17 日（火）　　② 9 月 26 日（金）
■技能講座　各回　午後 1時 30分～午後 3時 45分
　　　　　　① 5 月 15 日（木）　　② 6 月   6 日（金）　　③ 7 月 10 日（木）　　④ 7 月 22 日（火）
　　　　　　⑤ 8 月   6 日（水）　　⑥ 8 月 19 日（火）　　⑦ 9 月   2 日（火）　　⑧ 9 月 19 日（金）
■卒業証書授与式　10月 16日（木）

募集要項
と

入学願書

募集要項と入学願書は、令和 7年 3 月 13 日（木）から茅野市中央公民館および各地区コミュニティセ
ンター窓口にて配布します。
※�ご不明な点がありましたら、茅野市中央公民館内 茅野市高齢者大学事務局 ☎ 72−3266 までお問
い合わせください。

▶教養講座一覧
開　講　日 演　　　題 講　　　師（敬称略）

①5月20日（火） 人生会議「明るく話をしましょう」 鷹野 和美　立科町介護予防ドクター・ 
医学博士　茅野市縄文ふるさと大使

②5月30日（金） 山岳気象予報士が見たエベレスト 猪熊 隆之　株式会社ヤマテン社長山岳専
門気象予報士茅野市縄文ふるさと大使

③6月12日（木） 音楽しながら諏訪で暮らす 北原 芳行　森の家花蒔店店主
　　　　 　フルート・ギター奏者

④6月25日（水） 縄文人に近づく　～私たちが学ぶこと～ 小松 隆史　富士見町井戸尻考古館館長

⑤ 7月  4 日（金） 星の一生 小林 尚人　東京大学大学院理学系研究所附
属天文学教育研究センター木曽観測所所長

⑥8月28日（木） 未来の農業（SDGs）を考えよう！ 来須 孝光　公立諏訪東京理科大学
　　　　　 工学部機械電気工学科教授

⑦9月12日（金） コラム「斜面」とともに 丸山 貢一　信濃毎日新聞社 論説顧問
　10 月 10 日（金）「日帰り研修」　木曽路をめぐる旅 東京大学木曽観測所　奈良井宿

▶運動講座一覧
開　講　日 演　　　題 講　　　師（敬称略）

① 6月 17日（火） 楽しく運動しましょう「基本編」 進藤 久美　スポーツ推進委員

②９月 26日（金） 楽しく運動しましょう「応用編」 進藤 久美　スポーツ推進委員

高齢者大学は、毎年申込みが必要です



公民館講座受講生募集
（キャンセルする場合はできるだけ早めに茅野市中央公民館担当までお申し出ください）

※講座を受講するにあたり、手話通訳などを 
希望される方は申込時にお知らせください。

お問い合わせ・申込先　茅野市中央公民館　☎72－3266（窓口受付は行いません）

3　　茅野市公民館報No.691

 日　　時  　�4 月 4日、11日、18日、25日（金曜日　全 4回）　午後 1時 30分～3時 30分
 会　　場  　茅野市中央公民館 1階　第 1会議室
 内　　容  　1 回目：用具の使い方・線を書いてみよう
　　　　　 　2 回目：アルファベットを書いてみよう
　　　　　 　3 回目：単語を書いてみよう
　　　　　 　4 回目：作品を完成させよう
 講　　師  　中村 由香　先生（（公財）日本手芸普及協会 カリグラフィー師範）
 受講資格  　市内在住・在勤・在学者（学生の方も大歓迎！）
 費　　用  　4,500 円（受講料 1,000 円、材料費 3,500 円）
 定　　員 　 15名　　　 持 ち 物  　�筆記用具、ティッシュ、めがね（必要な方）

 日　　時  　�4 月 9日、16日、23月、30日（水曜日　全 4回）�
午後 1時 30分～3時

 会　　場  　茅野市中央公民館 3階　体育室
 講　　師  　�宇治 和世　先生�

（ピーク・ピラティス認定インストラクター）
 受講資格  　市内在住・在勤・在学者
 定　　員  　16名　　　 受 講 料  　1,000 円
 持 ち 物  　�ヨガマット（レジャーマット可）、運動のできる服装、�

飲料水、汗拭きタオル、バスタオル

ピラティス講座

▲講師 宇治和世先生

身体の各部を意識して動かしていくピラティス。
身体を動かしながら気持ちよい呼吸を意識してみましょう。
気持ちよい呼吸は、気持ちよく動く身体づくりにつながります。
気持ちよく動く身体をつくる運動は、ストレスに強い心身をつくります。

カリグラフィーは、「西洋の書道」ともいわれ、アルファベットを美しく書く技法です。
専用のペンを用いて様々な書体やイラストを描きます。

カリグラフィー講座

3 月 10 日（月）
午前 10時～

（電話で先着順）

受付開始

▲申込フォーム

2 月 26 日（水）午前 10時
～3月 19 日（水）午後 5時

（電話または
インターネット先着順）

受付開始

身体（body）、頭（mind）、
心（spirit）の調和をめざすエクササイズ

美しい文字で、
あなたの生活に彩りを



茅野市公民館報No.691　　4

芸
術
と
文
化
で
つ
な
ぐ

�

市
民
の
和

　

芸
術
、
伝
統
芸
能
、
文
化
財
な

ど
の
文
化
芸
術
は
、
人
々
に
楽
し

さ
や
感
動
、
精
神
的
な
安
ら
ぎ
や

生
き
る
喜
び
を
も
た
ら
し
、
人
生

を
豊
か
に
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
創
造
性
を
は
ぐ
く
み
、

豊
か
な
感
性
を
備
え
る
こ
と
で
、

他
人
を
尊
重
し
、
考
え
を
異
に
す

る
人
々
と
共
に
生
き
る
資
質
を
は

ぐ
く
む
も
の
で
す
。

　

茅
野
市
芸
術
文
化
協
会
（
以
下
、

芸
文
協
）
は
、
平
成
元
年
４
月
に

発
足
し
ま
し
た
。
市
内
の
芸
術
文

化
団
体
相
互
の
交
流
、
協
調
を
は

か
り
、
郷
土
文
化
の
創
造
と
向
上

及
び
文
化
の
香
り
高
い
都
市
づ
く

り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
内
で
活
動
す
る
各
種
団
体
が
加

盟
し
茅
野
市
中
央
公
民
館
を
拠
点

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
加
盟
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通
し
て
、

ま
た
団
体
同
士
や
中
央
公
民
館
と

の
共
催
に
よ
り
、
相
互
に
協
力
し

あ
っ
て
茅
野
市
の
文
化
向
上
の
た

め
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
館
報
の
紙
面
を
お
借

り
し
て
、
芸
文
協
の
活
動
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
民
の
教
養
を
高
め
る
機
会
に

�

文
化
講
演
会
の
実
施

　

２
年
に
一
度
、
中
央
公
民
館
と

の
共
催
で
文
化
講
演
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
前
回
は
松
本
大
学
の

根
本
賢
一
先
生
に
よ
る
健
康
講
座
、

今
年
度
は
諏
訪
市
出
身
の
落
語
家

古
今
亭
雛ひ
な

菊ぎ
く

さ
ん
と
春
風
亭
一い
ち

花は
な

さ
ん
に
よ
る
落
語
二
人
会
を
開
催

し
、
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
演
目

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

過
去
に
は
、
由
紀
さ
お
り
さ

ん
・
安
田
祥
子
さ
ん
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
た
り
と
、
様
々

な
分
野
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
多
様
な
文
化
と

触
れ
合
い
教
養
を
高
め
ら
れ
る
機

会
と
し
て
い
ま
す
。

芸
術
を
楽
し
も
う
！

共
催
に
よ
る
公
民
館
講
座

　

茅
野
市
美
術
協
会
、
中
央
公

民
館
と
の
共
催
に
よ
る
公
民
館

講
座
と
し
て
、
今
年
度
は
銅
版

画
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
10

代
か
ら
70
代
ま
で
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
、
エ
ッ
チ
ン
グ
と
ア
ク

ア
チ
ン
ト
と
い
う
２
つ
の
技
法

を
学
び
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ

た
作
品
は
10
月
の
芸
術
祭
に
出

展
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
初

め
て
と
は
思
え
な
い
丁
寧
で
緻ち

密み
つ

な
作
品
が
並
び
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
透
明
水
彩
画
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
受

講
生
同
士
が
サ
ー
ク
ル
を
結
成
し
、

今
で
も
学
び
合
い
、
作
品
を
作
り

続
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
芸
術

祭
や
中
央
公
民
館
の
ロ
ビ
ー
展
で

素
晴
ら
し
い
作
品
を
展
示
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

芸
文
協
に
は
多
く
の
団
体
が
加

盟
し
て
い
る
お
か
げ
で
、そ
の
伝
手

を
た
ど
り
様
々
な
分
野
の
指
導
者

を
招
へ
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
文

化
の
香
り
を
高
め
る
一
助
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▲銅版画講座▶

▲透明水彩画講座

▲古今亭雛菊さん
▲根本賢一先生の健康講座

茅
野
市
芸
術
文
化
協
会

文
化
の
香
り
高
い

�

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
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姉
妹
都
市
の
か
け
は
し
に

�
伊
勢
原
市
文
化
交
流

　

茅
野
市
が
神
奈
川
県
伊
勢
原
市

と
昭
和
61
年
に
姉
妹
都
市
提
携
を

結
ん
で
以
降
、
文
化
交
流
事
業
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

　

交
流
展
と
し
て
、
両
市
の
作
品

を
並
べ
て
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、

伊
勢
原
市
文
化
団
体
連
盟
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
交
流
事
業
を
中
断

し
て
い
ま
し
た
が
、
一
昨
年
は
茅

野
市
、
昨
年
は
伊
勢
原
市
を
会
場

に
再
開
で
き
ま
し
た
。
芸
術
祭
等

で
は
見
か
け
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作

品
も
あ
り
、
お
互
い
の
文
化
を
高

め
合
う
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
茅
野
市
を
会

場
に
展
示
予
定
で
、
新
た
な
作
品

と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

毎
年
秋
に
行
う
茅
野
市
芸

術
祭
を
、
中
央
公
民
館
と
の

共
催
で
行
っ
て
い
ま
す
。
加

盟
団
体
の
多
く
も
出
演
し
、

市
民
音
楽
祭
、
市
民
芸
能

祭
、
作
品
展
示
の
部
と
、
日

頃
の
成
果
発
表
を
通
し
て
茅

野
市
の
文
化
芸
術
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
よ
り
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
が
芸
術
に

触
れ
る
機
会
に
な
る
よ
う
に

と
、
初
の
試
み
と
し
て
市
庁

舎
ロ
ビ
ー
で
芸
文
協
加
盟
の

合
唱
団
体
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
や
プ
レ
展
示
も
開
催

し
ま
し
た
。

期　間　�2 月 19 日（水）午前 9時�
　 ～3月 3日（月）午後 3時

内　容　�茅野市高齢者大学冬の講座の受講生が�
作成した作品の展示

主　催　�茅野市中央公民館

期　間　�3 月 4日（火）午後 1時�
　 ～3月 18 日（火）午後 1時

内　容　�小林一茶の句碑や句の意味を�
紹介します

主　催　公益財団法人八十二文化財団

高齢者大学冬の講座作品展 一茶の生涯と句碑

会　　場　茅野市中央公民館　1階ロビー
開館時間　月～土曜日　午前 9時～午後 9時 30分
　　　　　　　日曜日　午前 9時～午後 5時 30分（第 3日曜日休館）

ロビー
企画展

▲茅野市での文化交流展

▲伊勢原市に飾られた30回記念の作品 ▲伊勢原市での文化交流会

▲庁舎ロビーでのミニコンサート

加
盟
団
体

�

募
集
中

　
茅
野
市
の
芸
術

文
化
の
向
上
の
た

め
、
一
緒
に
活
動

す
る
団
体
を
随
時

募
集
し
て
い
ま

す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
茅
野
市
中
央

公
民
館
（
７
２
─

３
２
６
６
）
ま
で
。

　

と
も
に
、文
化

の
ま
ち
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
！

　
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

最
大
行
事

　
　
茅
野
市
芸
術
祭
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公
民
館
報
で
振
り
返
る

　
　
　
　
　
昭
和
の
茅
野

6

昭和31年 3月 1日（第 7号）から

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
当
時
発
行
さ
れ
た
公
民
館
報
の
気
に
な
る
記
事
を
紹
介
し
、

過
去
を
振
り
返
り
現
在
を
見
つ
め
未
来
へ
繋
ぐ
機
会
に
な
れ
ば
と
企
画
し
ま
し
た
。

記
事
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
る
た
め
、
現
在
は
一
般
的
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い

漢
字
や
、
言
い
回
し
・
表
現
、
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
箇
所
、
個
人
名
、
誤
り
等
も

そ
の
ま
ま
掲
載
い
た
し
ま
す
が
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
白
樺
湖
は
ス
ケ
ー
ト
合
宿
で
賑
わ
い
、

蓼
科
湖
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
等
の
会
場
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
に
国
際
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
、
温
暖
化
の
影
響
も

あ
り
、
校
庭
リ
ン
ク
は
徐
々
に
姿
を
消
し
、

現
在
は
金
沢
小
・
泉
野
小
の
２
校
で
校
庭

リ
ン
ク
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

茅
野
市
の
ス
ケ
ー
ト

の
歴
史
を
公
民
館
報
で

遡
っ
て
み
ま
し
た
。

　
茅
野
市
の
前
身
で
あ
る
茅
野
町
が

誕
生
す
る
と
、
町
民
体
育
祭
と
し
て

地
区
対
抗
の
ス
ケ
ー
ト
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
30
年
代
は
各
学

校
の
校
庭
や
田
ん
ぼ
で
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
が
作
ら
れ
、
ち
の
、
宮
川
、
豊

平
な
ど
あ
ち
こ
ち
の
地
区
で
ス
ケ
ー

ト
大
会
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。

昭和31年 12月 20日（第 11号）から

昭
和
38
年
1
月
1
日
（
第
50
号
）
か
ら

▲金沢小リンク作りの様子
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令和 6年度に開講した講座のうち 6月～8月に実施した講座の一部を報告します。
公民館講座報告

　全 4回を通して相続、遺言、成年後見制度について、
説明していただきました。高齢化が進むなか、法律の
知識を得、要介護や認知症などに備える対策は誰もが
考えていかなくてはならないことです。今回の学びを
生活の中で役立てていただけることを願っています。

身近な法律講座

　茅野どんばんの踊りは、長年生唄・生演奏で行って
おり、その唄い手を養成するために毎年開講していま
す。全 6 回の講座を通して、発声や口の開け方とい
った基本的な部分から、節回しや音のはずみまで、細
やかな指導をいただきました。どんばん当日は午後 4
時からステージでの舞台発表を行いました。

茅野どんばん唄い手養成講座

　手話を使って果物や動物をあてるゲームや、光と振動を利用
した生活器具などを紹介していただきました。“聞こえないっ
てどんなこと” なのかを親子で考え合い、聴覚障害について理
解を深める貴重な機会となりました。

夏やすみこども体験教室「親子で手話を学ぼう」

　山と森から生まれた切り枝が、組み合わせ方の工夫でいろ
いろな動物の形に生まれ変わりました。作りたいものを完成
させる喜びは、子どもたちの学びの多様性と個性を伸ばす活
動につながったことと思います。

夏やすみこども体験教室「切り枝を使って工作しよう」

　京都芸術大学、康耀堂美術館、尖石縄文考古館との共
催で、美術を通じた縄文体験講座を実施しました。講師
から「観賞」と「鑑賞」の違いを教えられ、「鑑賞」（作っ
た人の意図を考えたり、感性を養うこと）を意識しなが
ら考古館内の土器を見て回りました。その後青少年自然
の森で土を採集し、こねて粘土にし、型抜きして縄目など
をつけて焼き、個性の光る縄文土クッキーを作りました。

縄文アート「縄文！土
ど

クッキーづくり」
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私
た
ち
の
住
む
新
井
区
は
、
諏

訪
市
と
の
境
に
位
置
し
て
お
り
、

宮
川
と
中
央
道
の
間
に
あ
り
ま
す
。

交
通
の
便
が
と
て
も
良
く
、
諏
訪

市
に
も
岡
谷
市
に
も
行
き
や
す
い

の
と
、
商
業
施
設
が
近
く
に
あ
る

好
立
地
で
す
。

　

中
央
道
土
手
に
は
紅も
み
じ葉

が
植
え

て
あ
り
、
秋
に
な
る
と
い
っ
せ
い

に
色
づ
き
ま
す
。
ま
た
宮
川
土
手

は
と
て
も
良
い
散
歩
コ
ー
ス
で
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
方
が
多
数

見
ら
れ
ま
す
。
静
か
で
美
し
く
そ

し
て
便
利
な
、
と
て
も
住
み
や
す

い
区
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
行
事
と
し
て
は
、
２
０

２
４
年
は
、
３
月
の
宮
川
地
区
卓

球
大
会
へ
の
参
加
（
４
連
覇
中
）、

５
月
に
は
花
壇
作
り
を
実
施
し
ま

し
た
。
９
月
に
は
区
民
祭
を
開�

催
し
、
大
勢
の
区
民
が
参
加
し
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
じ
ゃ
ん
け
ん

列
車
等
、
様
々
な
ゲ
ー
ム
で
楽
し

い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
12
月
に
は
生
け
花
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
行
事
が
減

っ
て
は
い
ま
す
が
、
新
井
区
も
高

齢
化
が
進
み
、
各
部
の
部
員
数
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
色
々

と
大
変
な
面
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
は
い
っ
て
も
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
も
で
き
る
限
り
続
け
て

い
け
れ
ば
と
思
う
次
第
で
す
。

　
（
新
井
分
館
図
書
公
報
部
長

�

　

小
池　

修
）

　

見
る
と
長
生
き
が
で

き
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
の
が
、り
ゅ
う
こ
つ
座

の
１
等
星
カ
ノ
ー
プ
ス

で
、
中
国
で
は
「
南
極

老
人
星
」
と
呼
ば
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
一
目
、
見
て

お
き
た
い
で
す
ね
。
観

察
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

カ
ノ
ー
プ
ス
が
見
ら
れ
る
の

は
、
オ
リ
オ
ン
座
が
南
の
空
高

く
昇
る
頃
で
す
。
一
緒
に
昇
っ

た
お
お
い
ぬ
座
に
は
、
夜
空
で

一
番
明
る
い
恒
星
で
あ
る
シ
リ

ウ
ス
が
光
っ
て
い
ま
す
。
カ
ノ

ー
プ
ス
は
こ
の
シ
リ
ウ
ス
に
次

い
で
２
番
目
に
明
る
い
星
で
す

か
ら
目
立
つ
明
る
さ
の
は
ず
な

の
に
、
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
カ
ノ

ー
プ
ス
が
、地
平
線
す
れ

す
れ
の
高
さ
に
し
か
昇

ら
な
い
か
ら
で
す
。こ
れ

ほ
ど
低
い
と
、大
気
の
影

響
で
実
際
よ
り
暗
い
う

え
、色
は
赤
っ
ぽ
く
な
り
、

ま
す
ま
す
見
え
づ
ら
い

の
で
す
。
さ
ら
に
、
昇
っ
て
も

す
ぐ
沈
み
、
観
察
で
き
る
の
は

ご
く
わ
ず
か
な
時
間
で
す
。

　

茅
野
市
の
緯
度
で
カ
ノ
ー
プ

ス
が
現
れ
る
高
度
を
計
算
す
る

と
２
度
程
度
で
す
。
周
り
の
地

形
を
考
え
る
と
、実
際
に
は
山
が

視
界
を
遮
っ
て
い
て
、そ
も
そ
も

近
所
か
ら
は
見
え
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
茅
野
市
内
で
カ

ノ
ー
プ
ス
が
見
ら
れ
る
場
所
は

非
常
に
限
ら
れ
て
い
て
、
八
ヶ

岳
の
稜
線
や
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン

の
標
高
１
６
０
０
ｍ
以
上
で
南

側
が
見
通
せ
る
場
所
だ
け
で
す
。

　

冬
の
標
高
１
６
０
０
ｍ
は
厳

し
い
寒
さ
で
す
し
、雪
や
凍
結
な

ど
道
の
り
も
心
配
で
す
。
そ
こ

で
、時
期
を
ず
ら
し
て
見
る
こ
と

に
し
ま
し
ょ
う
。
10
月
下
旬
に

な
れ
ば
夜
明
け
前
に
冬
の
星
座

も
カ
ノ
ー
プ
ス
も
昇
っ
て
き
ま

す
。時
刻
は
午
前
４
時
。が
ん
ば

っ
て
早
起
き
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
長
生
き
を
目
指
す
の
は
、

と
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
ね
。

（
八
ヶ
岳
総
合
博
物
館　

渡
辺
真
由
子
）
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泉野
宮川

諏訪市
北山

金沢

宮川

伊那市

原村

山梨県

長和町

中大塩
米沢

富士見町

白樺湖

蓼科
R152

豊平

湖東

泉野

八ヶ岳

ちの

玉川
★

★印が新井区です

南
極
老
人
星

　�

カ
ノ
ー
プ
ス

◀
区
民
祭
で
の
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車

▲秋に色づく土手の紅葉

　
宮
川
　

新
井
分
館

分
館
あ
・
ら
・
か
・
る
・
と

◯261

▶�

ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
伊
那
丸
展
望
台

か
ら
撮
影


